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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第３区分
【発行日】平成30年7月5日(2018.7.5)

【公開番号】特開2018-25858(P2018-25858A)
【公開日】平成30年2月15日(2018.2.15)
【年通号数】公開・登録公報2018-006
【出願番号】特願2016-155560(P2016-155560)
【国際特許分類】
   Ｇ０５Ｂ  19/418    (2006.01)
   Ｇ０６Ｑ  50/04     (2012.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０５Ｂ   19/418    　　　Ｚ
   Ｇ０６Ｑ   50/04     　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成30年5月24日(2018.5.24)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００８７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００８７】
　データ処理部３３は、たとえば、算出した各実作業時間を日ごとに集計し、図７に示す
集計表ＳｕｍＡ１に書き込む。データ処理部３３は、作業者２Ｂについても、作業者２Ａ
と同様の処理を行い、日ごとの実作業時間の集計結果を、図８に示す集計表ＳｕｍＢ１に
書き込む。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００８８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００８８】
　データ処理部３３は、集計表ＳｕｍＡ１，ＳｕｍＢ１の内容を表示制御部３４へ通知す
る。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１１０】
　データ処理部３３は、各集計結果に基づいて、溶接長および実作業時間を日ごとに算出
し、算出結果を、図１１に示す集計表ＳｕｍＡ２に書き込む。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１１１】
　データ処理部３３は、案件名ＭＢについても、案件名ＭＡと同様の処理を行い、溶接長
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および実作業時間の日ごとの算出結果を、図示しない集計表ＳｕｍＢ２に書き込む。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１１２】
　データ処理部３３は、集計表ＳｕｍＡ２，ＳｕｍＢ２の内容を表示制御部３４へ通知す
る。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１２８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１２８】
　具体的には、データ処理部３３は、たとえば、図１１に示す集計表ＳｕｍＡ２、および
帳票データＦ３に基づいて、溶接長および実作業時間を案件名ごとかつ天気ごとにまとめ
る処理を行う。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１２９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１２９】
　より詳細には、データ処理部３３は、案件名ＭＡについて、溶接長および実作業時間と
天気との対応関係を日ごとに取得し、取得結果を集計することにより、天気ごとの溶接長
および実作業時間を、図１３に示す集計表ＳｕｍＡ３に書き込む。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１３０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１３０】
　データ処理部３３は、案件名ＭＢについても案件名ＭＡと同様の処理を行い、天気ごと
の溶接長および実作業時間を、図示しない集計表ＳｕｍＢ３に書き込む。
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１３１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１３１】
　データ処理部３３は、集計表ＳｕｍＡ３，ＳｕｍＢ３の内容を表示制御部３４へ通知す
る。
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１３８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１３８】
　次に、管理装置１０１は、センサデータＳＤＡ，ＳＤＢ、対応情報、および帳票データ
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ＦＡ１，ＦＢ１に基づいて、実作業時間を作業者名ごとに集計し、集計結果を集計表Ｓｕ
ｍＡ１，ＳｕｍＢ１に書き込む（ステップＳ１１０）。
【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１３９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１３９】
　次に、管理装置１０１は、集計表ＳｕｍＡ１，ＳｕｍＢ１の内容を表示装置１６１に表
示する制御を行う（ステップＳ１１２）。
【手続補正１２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１６８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１６８】
　具体的には、データ処理部３３は、設定変更部３５から通知された設定内容が作業者名
を示す場合、センサデータＳＤＡ，ＳＤＢ（図２，図３参照）、対応情報および帳票デー
タＦＡ１，ＦＢ１（図４，図５参照）に基づいて、実作業時間を作業者名ごとに集計し、
集計結果を集計表ＳｕｍＡ１，ＳｕｍＢ１（図７，図８参照）に書き込む。
【手続補正１３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１６９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１６９】
　一方、データ処理部３３は、設定変更部３５から通知された設定内容が案件名および溶
接長を示す場合、センサデータＳＤＡ，ＳＤＢ（図２，図３参照）、対応情報および帳票
データＦＡ２，ＦＢ２（図９，図１０参照）に基づいて、溶接長／実作業時間を作業者名
ごとに集計し、集計結果を集計表ＳｕｍＡ２（図１１参照），ＳｕｍＢ２に書き込む。
【手続補正１４】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　設備についての計測を行うセンサによる計測結果、および前記計測結果に対応する時刻
を取得する第１の取得部と、
　前記設備の複数の使用期間、および各前記使用期間に対応する管理項目の内容を記憶部
から取得する第２の取得部と、
　前記第１の取得部によって取得された前記計測結果および対応の前記時刻、ならびに前
記第２の取得部によって取得された前記内容および対応の前記使用期間に基づいて、前記
計測結果に基づく計測情報を前記内容ごとに分類する処理を行うデータ処理部とを備える
、管理装置。
【請求項２】
　前記第１の取得部は、前記計測結果に対応する前記センサの識別情報である第１の識別
情報をさらに取得し、
　前記第２の取得部は、前記使用期間に対応する前記センサの識別情報である第２の識別
情報を前記記憶部からさらに取得し、
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　前記データ処理部は、前記第１の取得部によって取得された前記第１の識別情報、およ
び前記第２の取得部によって取得された前記第２の識別情報にさらに基づいて、前記計測
情報を前記内容ごとに分類する処理を行う、請求項１に記載の管理装置。
【請求項３】
　前記管理項目の種類は、設定変更可能である、請求項１または請求項２に記載の管理装
置。
【請求項４】
　前記管理項目の種類は、複数種類設定可能である、請求項１から請求項３のいずれか１
項に記載の管理装置。
【請求項５】
　前記データ処理部は、前記計測情報を前記内容ごとかつ他の情報ごとに分類する処理を
行う、請求項１から請求項４のいずれか１項に記載の管理装置。
【請求項６】
　前記管理装置は、さらに、
　前記データ処理部による前記処理の結果を表示する制御を行う表示制御部を備える、請
求項１から請求項５のいずれか１項に記載の管理装置。
【請求項７】
　管理装置において用いられる管理プログラムであって、
　コンピュータを、
　設備についての計測を行うセンサによる計測結果、および前記計測結果に対応する時刻
を取得する第１の取得部と、
　前記設備の複数の使用期間、および各前記使用期間に対応する管理項目の内容を記憶部
から取得する第２の取得部と、
　前記第１の取得部によって取得された前記計測結果および対応の前記時刻、ならびに前
記第２の取得部によって取得された前記内容および対応の前記使用期間に基づいて、前記
計測結果に基づく計測情報を前記内容ごとに分類する処理を行うデータ処理部と、
として機能させるための、管理プログラム。
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